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今回のセンター試験の日本史Ｂ第 4問問 3では、江戸幕府の貨幣通用に関連し、近世の貨幣

について問われた。解答に際しては、東日本と西日本での金遣いと銀遣い、秤量貨幣と計数貨

幣、元禄期の貨幣改鋳など、基本的な内容を整理して理解できているかが必要であった。 

第 1回ベネッセ・駿台マーク模試の第 4問問 4でも同様に江戸時代の貨幣を扱った。ここで

も当時の国内での通用の特徴を同じ要素を用いて出題した。金貨は枚数・額面で取引される計

数貨幣で、銀貨は重さで取引される秤量貨幣である点や東日本には佐渡などの金山があること

から金貨が使用され、西日本には石見大森などの銀山があることから銀貨が使用されるなどの

教科書内容を反映したうえ、関連して地域で並行して通用した藩札についても取り上げてい

る。 

いずれの設問も授業や教科書で学んだ基本的な内容を整理できているかが重要である。この

ような設問を解くことによってそうした整理が促されるため、多くの類題に取り組んでおきた

い。復習の際は、正答の選択肢が「なぜ、正答なのか」だけでなく、「誤答選択肢のどこが誤

りで、どうすると正しい内容になるのか」という点について、教科書や授業時のノートを見直

して確認する習慣を定着させたい。 

 


